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臨床哲学のメチエ

ることに哲学教育の大きなメリットが見

い出されている。学校に「飽きている」生

徒たちは、哲学の授業で、哲学的な問題

を考える仲間がいることを知って喜び、

考え、話し、聴くことに「わくわくする

be thrilled」。それを動機として生徒は基
礎学力と市民としての行儀を身につける。

哲学の授業にそういう側面があることは、

確かだろう。そして、そういう側面こそ

行政にアピールすることができる好材料

だろう。しかし、討論で「行儀よく」さ

せることは哲学の目的ではない、という

反論があった。結局、市民としての良識

を権威主義的に押しつけることになる、

と。私も、哲学の「行儀悪さ」に無自覚

であったり、避けたりすることには反対

である。しかし、そういう「行儀悪さ」が、

「わくわくする」ことにつながり、楽しく

考え、話し、聴くうちに、生徒が結果的

に「行儀よく」なることも事実である。そ

ういう経験を経ないで身につけられた

「行儀よさ」に、私は脆さを感じる。哲学

の「行儀悪さ」と市民としての「行儀よ

さ」は必ずしも矛盾しないと考えるべき

ではないか。

　初日の夕方、オスロの実践家の自宅で

歓迎会があった。閑静な住宅地の一角に

ある普通の住宅だが、庭にバーが開かれ、

バンドが演奏し、屋内外に歓談の輪がで

きた。空はいつまでもほの明るい。私は

奥の書斎でオスロの実践家と話した。古

い家具が据えられた落ち着いた感じのそ

の書斎で、カウンセリングを行うことも

あるという。このオスロの街で、彼らは

比較的最近哲学プラクティスを始め、地

道に活動している。私は、ＳＤには可能

性を感じるが、哲学カウンセリングに対

しては懐疑的であると話すと、「どこが

違う？」と聞き返された。どちらも対話

の一種ではないか、と。なるほど、とも

思うが、やはりいろいろ疑問が残る。合

衆国の哲学カウンセリングの第一人者マ

リノフは、すでにニューヨーク市立大学

で哲学カウンセリングの講座を開講して

いる。哲学カウンセリングの創始者アー

ヘンバハもまた、近くベルリンとミラノ

の大学で哲学カウンセリングの講座を開

講するという。いったいどのような教育

が行われるのか、たいへん興味深い。

（てらだとしろう）

　教育に関する臨床哲学の活動は、大阪

府立福井高校での授業など、「子どもと

ともにする哲学」に重なる部分があり、

世界の｢子どもとともにする哲学｣関連の

プラクティスには以前から注目してい

る｡しかし今回の特集では｢子どもととも

にする哲学｣についてまとめて報告でき

なかった｡そこで寺田報告に付記したい。

「子どもとともにする哲学」

についての付記
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Métier of the Clinical Philosophy

近所の子どもたちを集めての「哲学クラ

ブ」（ノルウェー）

　ノルウェーの二人の男女（Schjelderup
とOlsholt）が、「子どもとの哲学的対話
――ノルウェーのアプローチ」というタ

イトルで、子どもたちと行っている「哲

学クラブ」について発表した。発表者は、

近所の10歳から15歳の子どもたちを週

に一度、自宅に集めて、哲学の対話をし

ている。「哲学クラブ」のねらいは、子ど

もたちと、様々な哲学的問いを不思議が

り、その探究を楽しみ、面白がることだ。

そしてこれは、アメリカ合衆国の「子ど

ものための哲学」の先駆であるリップマ

ン（Matthew Lipman）と「子どもの哲
学研究所」（Institute for the Advance-
ment of Philosophy for Children）が、
デューイに依拠して､哲学を､子どもたち

が自信を持ち､社会的に適応するのを助

ける道具と考えることへの疑問表明でも

ある｡発表者は､ソクラテスの対話のよう

な真理の探究こそが哲学だと主張した。

　質疑では、「哲学クラブ」の実際の様子

が話題になった。子どもたちは時間を忘

れて議論に熱中することもあるが、走り

回ったり、年上の子と年下の子や、男の

子と女の子の間でいろいろな思惑が働い

たりして、純粋に哲学的対話を楽しむの

はなかなか難しそうだった。

　発表を聞いて、子どもたちと哲学する

こんな身近なやり方もあるのかと思う一

方で、もし自分が日本でやるとして、一

体どんなクラブ名を付けて、近所の親た

ちにどう説明し、子どもたちを誘った

ら、子どもたちが集まるかはかなりの難

問だとも思う。また、発表者が強調する

真理の探究が、哲学プラクティスでよく

言われる生き方としての哲学とどのよう

な関係になるのか､よくわからなかった。

大学と小学校教員との協同プロジェクト

（ブラジル）

　ブラジリアで心理学を専攻する大学院

生（Juliana Mercon Lestani）が、彼女の
関わっている、大学と小学校教員との

「学校での哲学」協同プロジェクトにつ

いて発表した。このプロジェクトは、大

学の哲学と心理学と教育学が組み、５つ

の小学校の教員たちと行って、３年目に

なる。このプロジェクトで発表者は、大

学 と 小 学 校 教 員 と の つ な ぎ 役

（Mediator）として、小学校に通って教員
の授業をビデオに撮り、授業の計画や評

価を教員と議論してきた。また小学校の

教員たちは定期的に大学に行き、哲学の

学習会や、授業についての研究会をす

る。発表者は、自分が関わった一人の教

員へのインタビューから、このプロジェ

クトを通じて教員に生じた人間関係など

の変化と新たに生じた困難をまとめてい

た。

　学校に哲学を導入するためにこのよう

なしっかりしたプロジェクトが行われて

いることに私は特に驚いた。またこのプ

ロジェクトの特徴は、まず教員が哲学的

なものの見方を身に付け、教育活動のな

かで生かすことをねらう点にあると思

う。学校で子どもたちとの哲学を進める

には、教員との協同作業が欠かせないこ

とをあらためて思った。さらに、質疑の

途中で発表者が「実際はいつも混乱して

いる」と言い、これに参加者たちがうな

ずいて共感したのも印象に残っている。

（あいざわくにこ）


